
事業戦略

当期の概況／今後の戦略

　2022年度における中古自動車買取専門店「ラビット」の

業績は、相場に大きく左右されました。上期は前年度から

続く半導体不足によって新車販売台数が減少しました。そ

れにともなって中古車流通量が減り、車両単価が上昇傾

向となったため、収益が拡大しました。一方、下期は車両

単価が下落傾向となり、厳しい状況が続きましたが、年度

全体では販売台数の増加や高額車両の取扱増によって、

増収増益を達成できました。また、事故現状車買取販売「リ

プロワールド」は、販売単価や販売台数が増加したものの、

10月以降オークション相場が下落し粗利益が減少したこ

とにより増収減益となりました。

　これらの結果、中古自動車等買取販売のセグメントは、

外部顧客に対する売上高10,391百万円（前年度比11.7％

増）、営業利益130百万円（前年度比4.6％減）となりました。

　今後の戦略としては、持続的な成長に向けて買取にとど

まらず小売販売にも注力し、飛躍的成長を目指します。そ

のためには「お客様から選ばれる存在」となることが重要

であり、外部調査※による顧客満足度「1位」を目指します。

達成に向けて2022年度には、基本的な接客対応やクレー

ム対応の見直しなどを実施しました。さらに、満足度の高い

店舗に他店舗から店長を派遣して運営手法を学ばせる研

修も実施しました。こうした取り組みの結果、来客数が着

実に増加しています。

　現在は全国に直営15店舗、FC132店舗の147店舗を展開

していますが、将来的に直営30店舗、FC170店舗の200店

舗を目指します。ラビットのブランド価値向上を推進しなが

ら、店舗数拡大によって成長路線へとシフトしていきます。

　これら施策を通じてまずは営業利益3億円の達成を目指

します。
※ 出典：オリコン顧客満足度ランキング
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　資源リサイクル事業を展開する株式会社アビヅは、廃自

動車の取扱台数が減少したことに加え、金属スクラップ

相場が好調だった前年度と比べ利幅が縮小したことから、

減収減益となりました。一方、プラントリサイクル事業を

展開する株式会社SMARTは、大規模な解体工事の受注

件数が増加したことから、増収増益となりました。これら

の結果、当セグメントは、外部顧客に対する売上高8,982

百万円（前年度比24.1％増）、営業利益1,333百万円（前年

度比16.7％増）となり、過去最高益を達成しました。

　株式会社アビヅでは、業績が金属資源の相場に左右さ

れることを課題と捉えています。そこで、収益の安定化を

図るため、新たに廃プラスチックのリサイクル事業につい

ても各社と連携しながら検討を進めています。

　株式会社SMARTにおいては、大型案件を受注できる

社内体制が構築できるようになりましたが、着工件数は

前年度よりも1割ほど減少しています。案件の大小が注

目されがちですが、重視すべきなのは利益率の高さであ

り、今後はバランスのとれた受注を意識していきます。ま

た、事業成長にともない人材不足が課題となっていました

が、直近2年は働きやすい環境づくりによって従業員の定

着率を向上させてきました。2023年度は売上高50億円を

目指していますが、達成は十分可能だと考えています。

SWOT分析

●  WEBシステムなどのDX推進の遅れ
●  人材採用・育成・定着率

●  USSオークションと連携したビジネスモデル
●  買取業界における高いブランド認知

●  カーシェア・カーリース・レンタカーなど、自動車の所有から共有への変化による新車販売台数の減少
●  自動車買い替えサイクルの長期化

●  中古国産車の高い海外需要
●  リース、サブスクリプションなどの新たな定額制サービスへの中古車在庫の活用
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株式会社アビヅ

●  独自のリサイクル技術（特許取得）
●  中京圏最大面積のヤードとビジネス環境に適した立地
●  幅広い廃材に対応できるプラントの設計技術

株式会社SMART ●  三井住友グループと連携した、コスト低減・情報ソース・リユース販路・提案力

株式会社アビヅ
●  競合が乱立する市場環境の中で差別化の図りにくさ
●  異業種からの参入やメーカーによる囲い込み

株式会社SMART ●  同様のビジネスモデルの出現

株式会社アビヅ
●  製造業によるリサイクル事業開始
●  廃プラスチック再資源化

株式会社SMART
●  高度経済成長期の構築物の老朽化
●  製造業、エネルギー産業への投資増加

株式会社アビヅ ●  労働環境が厳しいことによる人材流出と技術の継承問題

株式会社SMART ●  事業成長にともなう人員の不足

共通
●  脱炭素化推進による
   リサイクル事業見直し

中古自動車等買取販売事業

株式会社アビヅ  取締役事業本部長/株式会社SMART 代表取締役社長

佐野 拓也

プラントリサイクル事業を拡大し
持続的な成長を実現します。

リサイクル事業

PROFILE :
航空自衛隊を経て、2004年に株式会社アビヅ入社。2013年に金属プラスチックリサイクル事業部
部長、2019年に取締役事業本部長および同年設立の株式会社SMART代表取締役社長に就任。

株式会社ラビット・カーネットワーク 取締役事業本部長

木村 東吉

顧客満足度の向上に取り組み
ラビットのブランド力を強化します。

PROFILE :
株式会社そごう（現・株式会社そごう・西武）、株式会社資生堂などで営業・マーケティング、新規事業の
立ち上げに携わる。2022年に株式会社ラビット・カーネットワーク入社、2023年に取締役就任。顧客
開拓や人材育成に取り組む。
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